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PRESS RELEASE 

十勝とマレーシアのビジネス強化を目指して 
～「食品の品質・衛生管理技術強化を通じた地域産業開発」研修～ 

 

日頃より、弊機構の広報にご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 

1 月 16 日より、帯広市、帯広商工会議所のほか、十勝管内各企業・団体のご協力によ

り、マレーシアのハラル開発公社（HDC）や民間企業経営者等のハラル1事業関係者を対象

とした「食品の品質・衛生管理技術強化を通じた地域産業開発」研修を実施します。 

研修では、食品の品質・衛生管理について学ぶほか、「フードバレーとかち」政策の一

環としてマレーシア事業者と十勝管内企業との関係強化を通じた地域産業振興に資する内

容となっています。 

 

つきましては、十勝とマレーシアのビジネス強化に向けた協力・連携可能性につき取材

していただきたく、何卒ご検討の程宜しくお願いします。 

 

記 

 

研 修 名：食品の品質・衛生管理技術強化を通じた地域産業開発 

研修員構成：マレーシア（10名） 

研 修 期 間：2024年 1 月 16日（火）～1月 25日（木） 

研 修 言 語：英語（英語通訳付き） 

 

取材日時・内容：※研修期間中の以下プログラムについて取材をご検討ください。 

1. マレーシア海外展開セミナー＆交流会 

日時：1/23（火）15:30～19:00 

場所：かじのビル 4階 ハラルキッチン（帯広市西 2南 10丁目 10） 

内容：①15:30～15:50 

千葉経済大学藤原様よりハラルの基礎知識について講演。 

②15:50～16:10 

本別高校様より「ムスリムフレンドリーの実践例」の発表。 

③16:20～17:00 

HDCからマレーシアと十勝のビジネスの可能性について発表。 

④17:15～19:00 

十勝管内企業との商取引情報交換を目的とした交流会を実施。（別添資料参照） 

 

 
1 ハラルとは、イスラム教の教えにおいて「許されている」という意味のアラビア語。食べ物では、魚

介類や野菜・果物、イスラム法に則って処理された牛肉、鶏肉など。ハラル認証機関が認めた「ハラ

ル食品」は、イスラム教徒が安心・安全に摂取できる食品として流通可能。 
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 その他、以下の講義・視察についても、取材をご検討ください。 

 

2. 【講義・視察】地域素材を活用した大手菓子メーカーの取組みと北海道 HACCP 取得工

場の視察 

日時：1/16（火）13:45～15:15 

場所：柳月スイートピアガーデン 

内容：十勝で最大規模の菓子メーカー柳月の本社及び工場であるとともに、工場見学が

できる地下 1階、地上 4階の建物は HACCP対応の製菓（生菓子）工場としては 全

国でもトップクラスの工場面積を有している。北海道産の良質な素材にこだわり

地域産業にも貢献しており、日本の菓子のマーケットを知るとともに、衛生管理

の整った工場を見学する。 

 

3. 【講義】乳業メーカーの衛生・品質管理とハラル認証取得について 

日時：1/18（木）14:00～16:00 

場所：よつ葉乳業株式会社（十勝主管工場）  

内容： HDCから「HDCアワード」表彰2を受けた「よつ葉乳業」が実施している品質・衛

生管理について学ぶ。 

 

4. 【視察】前田農産農場(Global GAP 取得農場）＆ポップコーン工場(北海道 HACCP 取得

工場）見学 

場所：前田農産 

日時：1/22（月）14:00～16:00 

内容：生産者が良質な素材を活かし、衛生管理に配慮して商品化している。また、小麦

とポップコーン生産においてグローバル GAP を取得し、美味しく安全安心な農作

物を生産している。自社ブランドの小麦を販売するほか、日本で初めて国内の圃

場で生産された爆裂トウモロコシを使った電子レンジ加熱用ポップコーンを生

産・商品化に成功しており、北海道 HACCP に基づいた衛生管理のもと製造してい

る工場を見学する。 

 

 

 

※取材可能な場合は、取材日前営業日（平日）正午までに下記までご連絡ください。 

※講義中の撮影可能です。但し、取材対応は講義の前後で行います。 

以上 

 

 

 

 

 
2 https://www.jica.go.jp/obihiro/topics/2020/20201109.html 

【本件に関する問い合わせ先】 

JICA北海道センター（帯広）道東業務課 

本件担当：竹林（たけばやし） 

TEL：0155-35-1210  E-mail：obihiro_event@jica.go.jp 

https://www.jica.go.jp/obihiro/topics/2020/20201109.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【 第 1 部 海外展開セミナー：15：30～17：15 】 
◎ 講演「ハラルとは何か？」 / 千葉経済大学 講師 藤原 達也 氏 

◎ 事例発表「ムスリムも安心して食べられる（ムスリムフレンドリー）メニューの考案」/ 本別高校 

◎ 講演「マレーシアと十勝のビジネスの可能性について」/ ハラル産業開発公社（HDC） 
 
【 第 2 部 交流会：17：30～19：00 】 
 マレーシアのハラル食品見本市で紹介された本別高校が考案した「ムスリムフレンドリーメニュー」

や「ハラル餃子」などを試食しながら、日本に関心のあるマレーシア企業やハラル産業開発公社と情報

交換を行います（通訳付き）。マレーシア市場に関するご相談、将来的な関係構築の場としてお気軽に

ご参加ください。 
  

■ 日 時  令和 6 年 1 月 23 日（火） 午後 3 時 30 分 ～ 午後 7 時 

■ 会 場  かじのビル 4 階 ハラルキッチン（帯広市西 2 条南 10 丁目 10） 

■ 定 員  15 名（先着） 

■ 参加料  無料（交流会も無料です） 

■ 問合せ  帯広商工会議所 産業振興部経営相談課（担当：リフ・藤澤） 

TEL：0155-67-7383（課直通） FAX：0155-25-2940 e-mail：keieisodan@occi.or.jp  
※今後 FAX によるセミナー案内がご不要な場合は、お手数ですが電話（67-7383）、または本案内に

FAX 不要の旨並びに貴社名・FAX 番号をご記入の上 FAX（25-2940）にてお知らせください。 

 

 

 
 

事業者名  

参加者名  連絡先 －   － 

E メール  交流会 参加する ・ 参加しない 
 

ゼロからはじめるマレーシア海外展開セミナー 

～ハラルとムスリムインバウンドのビジネスとしての可能性～ 

 

マレーシアを海外展開の選択肢に 

経済と市場が成⾧する東南アジア。中でもマレーシアは「アセアンの優等生」と呼ばれ、富裕
層が急増し日本食市場も拡大中です。一方で、グローバルのハラル市場はいまや 30 兆円を超え
る規模となり、日本企業によるマレーシア進出や原料及び製品の輸出も増えています。 

本セミナーでは千葉経済大学・藤原講師よりマレーシアへ海外展開をするための基礎について
説明いただき、ハラルや貿易を振興するマレーシアの政府機関「ハラル産業開発公社」よりマレ
ーシアと十勝のビジネスの可能性について説明いただきます。 

 帯広商工会議所 担当者宛（FAX.25-2940）

1/23(火) ゼロからはじめるマレーシア海外展開セミナー 参加申込書 


